
田園地帯の一角に立地し、瓦屋根で屋内は木材をベースにしている。中庭には紫陽花や金木犀など季節を感じる植
栽があり、和の趣がある。お風呂の湯は温泉で、利用者の希望があればいつでも入られる。施設横にある足湯は、
地域に開放しており、散歩に出た利用者との交流もある。利用者が暮らしていた地区の方が広報を届けに来たり、防
災訓練や施設行事には近隣住民の方が多く参加されるなど、地域とのつながりが出来ている。「利用者に、季節を感
じながら楽しく日々を過ごして頂きたい」と、月一回の外出や「今日は何の日」にちなんだ企画をし、利用者の笑顔の
記録写真を事業所内に掲示している。利用者の作品も展示することで、喜びへとつなげており、利用者の表情も明る
く穏やかで、職員との会話も活発に行われている。「敬愛」の基本理念のもと利用者が住み慣れた地域で安心して主
体的に暮らせるケアの実践が出来ており、今後益々地域の中で期待できる施設である。

http://www.kaigokensaku.jp/40/index.php



運営推進会議は偶数月に行われている。老人会長、民生

委員、市の介護保険課職員、家族代表、利用者代表が参

加している。利用者の日々の過ごし方や施設の取り組みを

報告している。最近では杖に鈴を付けることが身体拘束に

当てはまるのかと話し合いを行った。外部評価結果も報告

し、誰でも見られるようにファイルを玄関に置いている。

どんど焼きやゴミ拾い、近隣の保育園の運動会に参加

したり、施設の運動会に園児が来るなど地域の行事に
参加し交流をしている。利用者が住んでいた地区の区

長が市報を持ってきている。地域の方が傾聴ボランティ
アに来られたり、法人での「認知症カフェ」に利用者が参

加して地域の方と交流している。

法人理念は、すべての職員が入職時に説明を受けてい

る。施設の玄関やトイレに大きく手書きして掲示してお
り、誰もが目にすることが出来るようにしている。職員会

議の前には唱和し、業務の中でも理念を振り返るように
職員が互いに声を掛け合い「利用者は人生の先輩」とし

て利用者の声に耳を傾け、ケアの実践につなげている。



利用者の意見、要望は日頃の関わりの中で聞きとった

り、行動から察することが出来るように心掛けている。家

族には来苑時に利用者の状況説明し、意見、要望を聞
き取っている。利用者の要望で作った「こすもす苑音頭」

が食堂には掲示され、利用者と一緒に歌っている。玄関
には意見箱が設置されている。

管理者は年に２回職員に個別面談を行い意見や提案を
聴いている。月1回の職員会議や日々の業務の中でも

意見が出しやすい雰囲気づくりがされている。最近では

行事などの写真の掲示や利用者の作品を施設内に展
示したいとの提案が実行されている。法人内での異動

があるが、本人の意向を確認している。人事異動につい
ては、家族に速やかに説明している。









お茶碗や湯飲み、お箸は自宅で使用していたものを持
参している。献立は、利用者に季節感を味わってもらえ

るように旬の食材を使用するように心がけ、利用者の好
みなども考慮しながら一週間分づつを担当し、法人内の

管理栄養士に確認をとっている。花見や運動会等の外

出時には弁当を用意している。利用者はおしぼりを巻く
など食事の準備に参加している。

年2回、消防署の指導のもと昼夜を想定した避難訓練を

行っている。避難訓練には地域の消防団や住民も参加
している。事業所は自動火災報知機や、スプリンクラー

を設置し、非常食や備蓄品等は隣接している老人福祉
施設で管理している。職員は、災害時の避難などに関し

て周知しているが、事業所の状況に即した具体的な内

容のマニュアルの準備に至っていない。





中庭を囲む廊下にソファーを配置し寛ぐことができる。リ
ビング兼食堂は大きな窓で明るい日差しが入り、中庭の

緑やのどかな田園風景が見える。リビングの天井は高く
吹き抜けになっており、木の温かみを感じる造りになっ

ている。台所からは食器の音や調理の香りがし、生活

感がある居心地よい共有空間造りがなされている。


